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2019 年 8 月 20 日 

みずほ銀行（中国）有限公司 

中国アドバイザリー部 

―地方政策関連― 
 

みずほ中国 ビジネス・エクスプレス 

（ 第 495 号 ） 

 

中国共産党中央委員会、国務院、 

深セン市の先行示範区建設関連意見を公布 

イノベーション型都市の建設を目指す 
 

平素より格別のご高配を賜りまして誠にありがとうございます。 

 

中国共産党中央委員会、国務院は、2019 年 8 月 9日付けで『深セン市における中国の特色ある社会主

義先行示範区建設への支持に関する意見』（以下『意見』という）を公布しました。『意見』では深セン

市における中国の特色ある社会主義先行示範区の建設を支持するとし、戦略的な位置づけ、発展目標及

び重点的に育成する分野・事業等を明確にしています。 

 

 5 つの戦略的位置づけ 

 深セン市は、中国初の経済特区に指定され、中国改革開放の窓口として成長してきました。これまで

の経験を活かし、今後のより高い起点、より高い次元、より高い目標においての改革開放の推進、全面

的な改革深化と開放拡大の新たな枠組みの形成、粤港澳大湾区（広東省・香港・マカオベイエリア）戦

略の確実な実行のため、今回の『意見』では深セン市における中国の特色ある社会主義先行示範区の建

設を支持するとし、以下の 5つの戦略的位置づけを示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5つの戦略的位置づけについて 

 質の高い発展の 

実現 

― 供給側（サプライサイド）構造改革の深化、イノベーション駆動発展戦略の

実施、現代化経済体系の構築 

 法治都市の建設 ― 法治化水準の向上、安定・公平・透明で期待できるビジネス環境の構築 

 文明都市の建設 ― 高水準の公共文化サービス体系、現代的文化産業体系の構築 

 民生・福祉の向上 ― 質が高く、バランスのとれた公共サービス体系、全面的で持続可能な社会保

障体系の構築 

 持続可能な開発の 

実現 

― 持続可能な開発の理念の断固たる実践、安全で高効率な生産場所・住みやす

い生活空間・豊かな自然環境の創出 



 

 

- 2 - 

 3 段階の発展目標と 5 つの中核的任務 

深セン市における中国の特色ある社会主義先行示範区の建設にあたり、『意見』では 3段階の発展目標

を掲げました。 

 2025 年までに、現代的・国際的なイノベーション型都市となる。経済力、研究・開発（R&D）、産

業イノベーション、公共サービス、生態環境等が世界トップとなる。 

 2035 年までに、社会主義現代化強国建設の模範都市となる。全国の模範都市となり、総合経済競

争力、影響力につき世界をリードする「イノベーション・起業・クリエイティブ都市」となる。 

 21 世紀中頃までに、競争力・革新力・影響力のあるグローバル模範都市となる。 

『意見』では上述の戦略的位置づけ及び発展目標に合わせて、深セン市で全国に先駆けて 5 つの中核

的任務を実施するとしています。その主な内容については、図表 1をご参照ください。 

 

【図表 1】5つの中核的任務の主な内容 

質の高い発展要求を体現する

現代的経済体系の構築 

 イノベーション駆動発展戦略の実施を加速。深セン市をベースとして総合

的な国家科学センターを構築。第 5 世代（5G）移動通信システム、人工知

能（AI）、サイバースペース科学と技術、バイオ医薬等のプラットフォー

ムの構築を支持。 

 現代的産業体系の構築を加速。香港・マカオの金融市場との相互連絡・相

互認証を促進。人民元の国際化における先行試行を推進。 

 全面的な改革開放深化の新たな枠組みの形成を加速。 

 粤港澳大湾区（広東省・香港・マカオベイエリア）建設を推進・助力。前

海深港現代サービス業合作区の改革開放をさらに深化。深セン・東莞・恵

州による協同発展、珠江口東西両岸の融合と相互作用を推進。広州・深セ

ン・汕頭特別合作区管理メカニズムを革新・改善・普及。 

公平・正義を体現する 

民主的な法治環境の構築 

 民主的な法治環境の水準を全面的に向上。 

 行政管理及びサービスを最適化。「放・管・服」改革を深化。公平な競争

に係る審査及び公正な監督管理制度を改革・改善。 

 社会治理（ガバナンス）の現代化を促進。社会信用体系の構築を強化。ス

マートシティの建設を加速。データの知的財産権及びプライバシー保護の

メカニズムを模索・整備。 

文化の繁栄を体現する 

現代的な都市文明の構築 

 都市精神文明の建設を全面的に推進。公共文化サービスのイノベーショ

ン・発展を推進。一連の重大な公共文化施設の計画・建設を支持。 

 より競争力のある文化産業及び観光業を発展。 

共同富裕による民生発展の

枠組みの形成 

 教育及び医療事業の発展水準を引き上げ。一流大学・一流学科の創設を加

速。国外医師の国内での医療行為に対する規制を緩和。 

 社会保障体系を改善。 

人と自然とが調和し、 

共生する模範都市の構築 

 生態文明制度を改善。厳格な生態環境保護制度を実施し、監督管理及び法

執行を強化。グリーン成長をベースとする生態文明評価考査体系を構築。

環境信用評価、情報の強制的開示等の生態環境保護政策を改善。 

 都市におけるグリーン成長の新たな枠組みを構築。重要なエコシステム保

護及び修復に係るプロジェクトを実施。グリーン産業、グリーン消費、グ

リーン金融の発展に助力。 

 （『意見』に基づき、中国アドバイザリー部作成）
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＊ 

『意見』の詳細については、以下の URL から中国語原文をご参照ください。 

中共中央 国务院关于支持深圳建设中国特色社会主义先行示范区的意见 

http://www.gov.cn/zhengce/2019-08/18/content_5422183.htm 

 

【みずほ銀行（中国）有限公司 中国アドバイザリー部】 

【ご注意】 

1. 法律上、会計上の助言：本資料記載の情報は、法律上、会計上、税務上の助言を含むものではありません。法律上、会計上、税務上の

助言を必要とされる場合は、それぞれの専門家にご相談ください。 

2. 秘密保持：本資料記載の情報の貴社への開示は貴社の守秘義務を前提とするものです。当該情報については貴社内部の利用に限定され、

その内容の第三者への開示は禁止されています。 

3. 著作権：本資料記載の情報の著作権は原則として弊行に帰属します。いかなる目的であれ本資料の一部または全部について無断で、い

かなる方法においても複写、複製、引用、転載、翻訳、貸与等を行うことを禁止します。 

4. 免責： 

（１） 本資料記載の情報は、弊行が信頼できると考える各方面から取得しておりますが、その内容の正確性、信頼性、完全性を保証する

ものではありません。弊行は当該情報に起因して発生した損害については、その内容如何にかかわらずいっさい責任を負いません。

また、本資料における分析は仮定に基づくものであり、その結果の確実性或いは完結性を表明するものではありません。 

（２） 今後開示いただく情報、鑑定評価、格付機関の見解、制度・金融環境の変化等によっては、その過程やスキームを大幅に変更する

必要がある可能性があり、その場合には本資料で分析した効果が得られない可能性がありますので、予めご了承下さい。また、本

資料は貴社のリスクを網羅的に示唆するものではありません。 

5. 本資料は金融資産の売買に関する助言、勧誘、推奨を行うものではありません。 


